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１
．
被
災
地
の
状
況

【４
月
１
日
、
宮
城
県
気
仙
沼
地
区
】

Ｔ
Ｖ
や
マ
ス
コ
ミ
報
道
で
は
知
り
え

な
い
こ
と
は
、
悪
臭
と
砂
塵
で
あ
る
。

し
尿
処
理
場
や
下
水
処
理
場
の
臭
い
に

は
、
慣
れ
て
い
る
筆
者
で
あ
る
が
、
こ

の
臭
い
は
皮
膚
に
刺
さ
る
よ
う
に
強
烈

で
あ
る
。

気
仙
沼
は
漁
業
の
町
で
あ
り
、
海
岸

沿
い
に
は
約
６０
ヵ
所
の
水
産
加
工
場
や

冷
凍
冷
蔵
倉
庫
が
林
立
し
て
い
た
が
、

大
津
波
で
す
べ
て
破
壊
さ
れ
、
約
５
万

ト
ン
の
水
産
物
（サ
バ
、
カ
ツ
オ
、
マ

グ
ロ
他
）
が
流
出
し
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。
津
波
か
ら
２
週
間
が
経
ち
、
腐
敗

が
進
行
し
強
烈
な
臭
い
を
発
し
て
い
る
。

も
う

一
つ
は
砂
塵
で
あ
る
、
泥
ま
み
れ

の
瓦
礫
や
道
路
が
乾
燥
す
る
に
従
い
、

風
に
運
ば
れ
た
細
か
い
砂
塵
が
体
に
吹

き
付
け
て
く
る
。
メ
ガ
ネ
や
顔
に
付
着

す
る
、
も
ち
ろ
ん
臭
い
も
ひ
ど
い
。

【壊
滅
的
被
害
の
気
仙
沼
終
末
処
理
場
】

最
も
低
い
海
岸
地
域
に
あ
る
終
末
処

理
場
に
向
か
う
。
水
産
加
工
場
が
壊
滅

的
に
破
壊
さ
れ
、
道
の
両
側
に
は
津
波

で
破
壊
さ
れ
た
乗
用
車
や
大
型
の
冷
蔵

・
冷
凍
車
が
散
乱
し
、
惨
状
が
目
に
飛

び
込
ん
で
く
る
。
終
末
処
理
場
に
行
く

最
短
距
離
の
橋
も

破
壊
さ
れ
、
大
き

く
迂
回
し
終
末
処

理
場
に
到
着
す
る
。

遠
く
か
ら
み
て
も

タ
イ
ル
張
り
の
管

理
棟
は
残

っ
て
い

た
が
、
近
づ
く
と

処
理
場
の
周
り
は

陥
没
し
、
内
部
は

徹
底
的
に
破
壊
さ

れ
て
い
る
。
天
丼

は
落
ち
、
制
御
盤

は
泥
を
か
ぶ
り
、

ゲ
ー
ト
類
は
す
べ

て
破
壊
さ
れ
て
い

る
。
簡
単
に
い
う

と
水
槽

の
上
部
の

突
起
は
す
べ
て
は

ぎ
と
ら
れ
て
い
る
。

同
敷
地
内
に
あ
る

川
ロ
ポ
ン
プ
場
の
建
屋
は
津
波
の
勢
い

だ
ろ
う
か
、
完
全
に
壁
が
破
壊
さ
れ
て

い
る
。
曝
気
槽
の
上
か
ら
岸
壁
方
向
を

見
る
と
、
津
波
で
倒
壊
炎
上
し
た
重
油

タ
ン
ク
群
が
見
え
る
。
漏
れ
た
重
油
が

気
仙
沼
の
町
や
船
を
焼
き
尽
く
し
た
。

気
仙
沼
終
末
処
理
場
は
昭
和
５９
年
３
月

か
ら
処
理
を
開
始
し
、
嫌
気
好
気
式
活壊滅的な被害を受けた気仙沼終末処理場
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性
汚
泥
法
（処
理
能
力
９
８
０
０
．ゴ
／

ｄ
）
を
採
用
し
最
近
は
砂
ろ
過
、
炭
化

炉
ま
で
備
え
た
近
代
的
な
処
理
場
（当

初
建
設
費
９４

・
７
億
円
）
で
あ

っ
た
が
、

中
継
ポ
ン
プ
場
や
管
渠
も
破
断
さ
れ
終

末
処
理
場
の
復
旧
は
か
な
り
困
難
と
思

わ
れ
る
。

【気
仙
沼
市
の
水
道
復
旧
状
況
】

水
道
関
係
の
対
策
本
部
は
山
側
の
新

月
浄
水
場
（計
画
給
水
量
二
万
パ
／
ｄ
、

表
流
水
利
用
）
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

気
仙
沼
市
ガ
ス
水
道
部
工
務
課
長
か
ら

説
明
を
受
け
る
。
市
内
の
水
道
復
旧
率

は
４６
％
位
で
あ
り
、
唐
桑
地
区
は
海
岸

地
域
を
除
き
か
な
り
復
旧
し
た
。
気
仙

沼
の
旧
市
内
は
５
割
方
復
旧
、
海
岸
沿

い
は
苦
労
し
て
い
る
（メ
イ
ン
配
管
の

破
断
や
漏
れ
）
、
本
吉
地
区
は
壊
滅
状

態
（浄
水
場
が
津
波
で
壊
滅
）
で
あ
る
が

市
全
体
と
し
て
被
災
者

へ
の
応
急
給
水

は
か
な
り
行
き
渡

っ
て
い
る
。
震
災
後
、

日
本
水
道
協
会
を
通
じ
昨
日
ま
で
岐
阜

県
の
応
援
給
水
も
受
け
て
い
た
。
日
水

協
の
給
水
車
手
配
に
感
謝
し
て
い
る
と

の
こ
と
。

【４
月
２
日
、
気
仙
沼
市
　
大
島
の
復

旧
状
況
】

４
月
２
日
、
気
仙
沼
湾
に
浮
か
ぶ
大

島
（周
囲
２２
ｋｍ
ヽ
人

口
３
２
４
１
人
、

漁
業
と
観
光
の
島
、
交
通
は
船
の
み
）

に
向
か
う
。
大
島
の
岸
壁
は
陥
没
し
波

に
洗
わ
れ
て
い
る
。
水
関
係
の
復
旧
チ

ー
ム
は
大
島
中
学
校
で
あ
る
。
現
場
で

気
仙
沼
市
ガ
ス
水
道
部
の
職
員
に
話
を

聞
く
。
「通
常
、
大
島

へ
の
給
水
は
気

仙
沼
市
か
ら
海
底
配
管
で
水
道
水
（日

量
７
０
０
ご
）
が
送
ら
れ
、
ポ
ン
プ
で

揚
水
さ
れ
島
の
高
台
の
貯
槽
に
蓄
え
ら

れ
る
が
、
今
回
の
津
波
に
よ
り
海
底
配

管
、
ポ
ン
プ
場
が
破
壊
さ
れ
、
復
旧
の

め
ど
が
立
た
な
い
。
明
日
は
海
底
パ
イ

プ
に
空
気
を
入
れ
漏
れ
検
査
を
す
る
こ

と
に
な

っ
て
い
る
が
、
た
ぶ
ん
破
壊
さ

れ
て
い
る
」
。
ポ
ン
プ
場
の
電
気
計
装

設
備
は
海
水
を
か
ぶ
り
、
ま
た
施
設
は

大島応急給水場

破壊された本吉浄水場
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陥
没
し
て
使
い
物
に
な
ら
な
い
。
震
災

直
後
か
ら
大
島
は
孤
立
し
、
し
か
も
火

災
に
襲
わ
れ
た
。

飲
料
水
の
確
保
に
つ
い
て
は
自
衛
隊

や
米
軍
の
ヘ
リ
に
よ
リ
ボ
ト
ル
ウ
オ
ー

タ
ー
が
確
保
で
き
た
。
現
在
は
島
で

一

番
高
い
亀
山
（標
高
２
３
５

ｍ
）
の
湧
水

を
タ
ン
ク
で
運
び
、
大
島
中
学
校
の
プ

ー
ル
に
蓄
え
、
そ
れ
を
非
常
用
浄
水
器

（大
学
産
業
製
、
予
備
含
む
３
台
）
で
ろ

過

・
殺
菌
し
、
避
難
所
に
運
ん
で
い
る
。

当
面
２０
話
／
日
２

家
庭
当
た
り
日

量
２０
リ
ッ
ト
ル
給
水
目
標
）
を
確
保
し
、

順
次
６０
３ｍ
／
日
と
拡
大
し
て
ゆ
き
た
い

が
、
送
電
線
が
復
旧
し
、
海
底
配
管
が

復
旧
し
な
い
限
り
衛
生
的
な
環
境
を
保

て
な
い
だ
ろ
う
。

【気
仙
沼

。
本
吉
地
区
】

本
吉
地
区
は
津
谷
川
の
両
岸
に
開
け

た
町
で
あ
り
、
瓦
礫
の
中
の
道
を
行
く

と
気
仙
沼
市
本
吉
水
道
事
務
所
の
建
物

が
見
え
た
。
建
造
物
は
健
在
で
あ

っ
た

が
、
内
部
は
壊
滅
的
な
状
況
で
あ

っ
た
。

取
水
ポ
ン
プ
場
（伏
流
水
取
水
）
は
陥
没

と
破
壊
、
電
気
制
御
盤
は
中
ま
で
泥
が

入
り
建
屋
内
に
は
瓦
礫
が
散
乱
、
屋
内

設
備
は
ほ
と
ん
ど
破
壊
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
県
道
を
進
む
と
今
度
は
津
谷
街

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
建
物
が
見
え
て
き
た
。

こ
の
津
谷
街
浄
化
セ
ン
タ
ー
（分
流
式

で
処
理
容
量
は
９
６
４
ピ
／
日
、
平
成

‐４
年
４
月
完
成
）
の
内
部
は
完
全
に
破

壊
さ
れ
て
い
た
。

両
施
設
（浄
水
場
、
下
水
浄
化
セ
ン

タ
ー
）
と
も
建
物
外
観
は
残

っ
て
い
る

が
、
内
部
は
徹
底
的
に
破
壊
さ
れ
て
お

り
、
復
旧
に
は
か
な
り
の
時
間
が
か
か

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

【南
三
陸
町
】

山
道
か
ら
南
三
陸
町
に
向
か
う
。
海

岸
線
か
ら
５
ｈ
以
上
離
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
沢
ま
で
津
波
が
運
ん
で
き
た
瓦

礫
が
う
ず
高
く
残
さ
れ
て
い
る
。
東
大

地
震
研
究
所
の
発
表
で
は
、
こ
の
辺
り

も
３８

ｍ
高
の
津
波
が
押
し
寄
せ
て
き
た

ら
し
い
。
山
の
沢
に
破
壊
さ
れ
た
漁
船

が
転
が

っ
て
い
る
異
様
な
風
景
で
あ
る
。

海
に
面
し
た
人
江
の
村
落
は
ほ
と
ん
ど

が
流
さ
れ
、
土
台
し
か
残

っ
て
い
な
い

壊
滅
状
態
で
あ
る
。

南
三
陸
町
の
被
害
（町
民
約
１
万
８

千
人
の
う
ち
、
死
亡
者
３
７
５
人
、
町

民
の
半
数
約
９
千
人
が
行
方
不
明
、
４

月
４
日
時
点
）水
に
対
す
る
災
害
対
策

本
部
は
役
場
が
使
用
で
き
な
い
た
め
、

旭
洋
設
備
工
業
株
式
会
社
（本
社
仙
台

市
若
葉
区
）
の
南
三
陸
事
業
所
内
に
設

置
さ
れ
て
お
り
、
応
援
給
水
が
行
わ
れ

て
い
た
。
入
江
に
通
じ
る
水
道
施
設
は

完
全
に
破
壊
さ
れ
た
が
、
下
水
処
理
施

設
は
建
設
時
に
海
岸
地
帯
の
土
地
が
な

く
、
高
台
に
設
置
し
た
の
で
生
き
残

っ

て
い
る
が
、
バ
キ
ュ
ー
ム
車
が
流
さ
れ

て
い
る
の
で
、
下
水
処
理
は
で
き
て
い

な
い
と
の
こ
と
。

【４
月
３
日
　
陸
前
高
田
市
】

気
仙
沼
か
ら
北
上
し
陸
前
高
田
市
に

向
か
う
。

４５
号
線
は
寸
断
さ
れ
て
い
る

の
で
、
山
側
か
ら
陸
前
高
田
市
に
入
る
。

高
台
か
ら
陸
前
高
田
市
を
望
む
と
声
が

出
な
い
ほ
ど
徹
底
的
に
破
壊
さ
れ
、
頑

丈
な
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
作
り
の
建
物

が
か
ろ
う
じ
て
残
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、

ほ
と
ん
ど
が
津
波
で
流
さ
れ
て
い
る
。

今
ま
で
の
被
災
地
は
多
少
と
も
瓦
礫
が

残

っ
て
い
た
が
、
陸
前
高
田
市
で
は
そ

の
瓦
礫
さ
え
も
津
波
が
さ
ら

つ
て
い
つ

た
よ
う
な
風
景
で
あ
る
。
高
台
に
あ
る

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
災
害
対
策
本
部

が
置
か
れ
て
い
た
。
陸
前
高
田
市
の
被

生
只
１
０
９
４
人

死

亡
、
約
１
３
０
０

人
行
方
不
明
、
住
宅
約
３
６
０
０
棟
が

全
壊
、
約

一
万
４
千
人
が
避
難
、
４
月

４
日
時
点
）
は
甚
大
で
あ
り
、
現
在
地

で
の
復
旧
は
不
可
能
と
思
わ
れ
る
。

【大
船
渡
市
】

大
船
渡
市
の
被
害
は
、
市
内
を
２
分

し
て
い
る
。
北
上
す
る
国
道
４５
号
線
の

左
側
（山
側
）
は
、
ほ
と
ん
ど
被
害
が
見

ら
れ
な
い
が
、
海
側
の
住
宅
や
海
岸
沿

い
の
村
落
、
造
船
所
、
水
産
加
工
所
な

ど
が
壊
滅
的
被
害
を
受
け
て
い
る
。
地

元
の
人
に
聞
く
と
、
船
が
約
３
０
０
隻

位
津
波
で
流
さ
れ
行
方
不
明
、
地
震
発

生
時
に
多
く
の
船
が
沖
合
に
向
か
っ
て

出
港
し
た
が
、

１０
ト
ン
以
下
の
船
は
ほ

と
ん
ど
戻

っ
て
こ
な
か
つ
た
と
の
こ
と
。

水
道
は
止
ま

っ
て
お
り
、
沢
水
と
自
衛

隊
の
応
急
給
水
、
民
間
か
ら
の
給
水
タ

ン
ク
車
で
避
難
所
に
運
搬
し
て
い
る
。

２
．
今
後
の
復
旧

ｏ

復
興
シ
ナ
リ
オ
案

今
回
視
察
し
た
被
災
地
は
少
数
で
あ

り
、
全
体
の
被
災
状
況
を
把
握
し
て
い

る
訳
で
は
な
く
確
定
的
な
こ
と
を
述
べ
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る
こ
と
は
難
し
い
が
、
今
後
の
復
旧

復
興
シ
ナ
リ
オ
を
提
案
し
て
み
た
い
。

し
、
理
想
的
な
都
市
作
り
を
図
る
。
他

【早
急
な
る
被
害
査
定
と
区
域
指
定
】

の
区
域
に
つ
い
て
も
被
害
状
況
に
応
じ

て
都
市
計
画
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

被
災
地
で
は
半
壊
、
全
壊
地
区
が
混

ま
ず
は
被
害
の
査

在
し
て
い
る
の
で
、

【こ
れ
か
ら
の
水
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
設

定
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
判
定
基
準
は
、　
　
計
指
針
】

①
復
旧
禁
止
区
域

（津
波
被
害
を
再
　
　
基
本
的
に
は
津
波
被
害
を
受
け
そ
う

び
受
け
る
可
能
性
　
な
場
所
に
建
設
し
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、

の
あ
る
地
区
）
、
　

低
地
に
あ
る
既
設
の
改
造
や
止
む
を
得

調　∞海櫻喝馬収誘　』い劉動は初浬母̈
蛸一婢嘲剛濤

師
　
度
対
策
地
域
（耐
　
な
事
が
考
え
ら
れ
る
。
①
津
波
に
耐
え

た
　
震
高
層
ビ
ル
、
防
　
る
構
造
設
計
、
②
沈
澱
地
や
水
槽
へ
の

受
　
災
対
策
ビ
ル
）と
　
覆
蓋
、
③
海
側
に
開
口
部
（窓
や
扉
）
を

堂
口　
分
け
、
そ
の
上
で
　
設
け
な
い
、
④
管
理
棟
や
重
要
設
備
は

轍
　
復
興
計
画
を
進
め
　
海
岸
線
に
対
し
直
角
長
手
方
向
に
設
置

曲
　
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
る
、
⑤
特
に
電
気
制
御
盤
や
計
装
設

壊
　
復
旧
禁
止
区
域
は
　
備
は
２
階
以
上
の
建
屋
内
に
設
置
す
る
、

国
が
面
積
に
応
じ
　
⑥
免
振

・
耐
震
建
屋
構
造
に
す
る
、
⑦

て
買
い
上
げ
、
高
　
」夜
状
化
防
止
対
策
を
と
る
、
い
ず
れ
に

台
に
建
設
す
る
工
　
し
て
も
、
水
技
術
者
だ
け
で
な
く
、
土

コ
シ
テ
ィ
や
ス
マ
　
木
建
築
技
術
者
、
気
象
学
者
な
ど
も
交

―
ト
シ
テ
ィ
の
原
　

んゝ
多
角
的
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
思

資
の
一
部
に
充
当
　
わ
れ
る
。

【海
外
水
ビ
ジ
ネ
ス
と
の
関
係
は
】

未
曽
有
の
災
害
に
襲
わ
れ
、
こ
れ
か

ら
国
を
挙
げ
て
災
害
復
旧
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
壊
滅
的
な
被

害
を
受
け
た
地
域
は
新
し
い
概
念
で
都

市
作
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特

に
低
廉
な
コ
ス
ト
で
高
信
頼
性
し
か
も

短
納
期
な
水
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
モ
デ
ル
作
り
は

今
後
ア
ジ
ア
で
展
開
す
る
水
イ
ン
フ
ラ

の
目
標
と
同
じ
で
あ
り
、
多
く
の
技
術

者
の
知
恵
と
行
動
力
が
必
要
で
あ
り
、

こ
の
日
本
モ
デ
ル
が
日
本
国
内
で
実
証

さ
れ
、
そ
の
実
績
を
持

っ
て
海
外
水
ビ

ジ
ネ
ス
の
武
器
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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